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哲
堺
研
究
第

第
一
條
本
合
ヲ
京
都
菰
忍
卜
懇
＾

第
二
條
委
＂
ハ
巖
義
二
於
ヶ
嘉
ノ
研
究
及
翡
笈
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
一
醤
~
書
＾
前
條
ノ
日
的
プ
想
セ
ン
が
総
メ
芍
祁
業
ヲ
行
フ

]
、
師
JJ-Iul
研
究
令
ヲ
開
ク

一
、
侮
年
公
開
議
派
合
ヲ
開
ク

一
、
征
JJ
ご
皿
哲
尿
研
究
ヲ
疲
行
ス

第
四
條
本
愈
畢
務
所
ヲ
京
都
帝
因
盗
麦
誓
内
孟
翌
‘

靡
條
本
令
ノ
亦
菜
ヲ
純
腎
ス
ル
紡
メ
ニ
左
ノ
役
且
ヲ
閃
ク

1

、
委
＂
口
谷
布
干
名
）
京
都
帝
國
大
尿
文
瓜

於
テ
誰
糾
ッ
ク
ル
者
ヲ
以
テ
之
二
充
ツ

一
、
書
記
(
-
名
）
委
且
合
二
於
テ
閲
謡
ス

懇
篠
本
含
ノ
趣
旨
二
賛
伺
ス
ル
希
ハ
何
人
ニ
テ
モ
令
且
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

昂
校
、
息
諦
、
数
育
合
、
共
他
ノ
圃
雙
轟
骰
ノ
名
ヲ
以
テ
入
令
ス

ル
n
ト
ヲ
得

第
七
條
令
且
＾
合
毀
ト
ジ
テ
年
五
皿
、
前
後
二
期
1

一
分
チ
テ
前
納
ス
ベ
キ

モ
ノ
ト
ス

第
八
條
令
且
＾
本
合
ノ
辟
利
ノ
合
合
二
出
席
ス
ル
P

ト
ヲ
得
、
且
ツ
雑
誌

『
哲
楳
研
究
」
ノ
醐
付
ラ
受
”

第
九
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本
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士
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笙

初

松部深

英

了

諦

文
楳
博
士

上

文

根

士

俊啓

夫治

文
楳
博
士
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元

文
尿
博
士

文
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博
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邊
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尿
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を
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ぐ
る
認
識
論
的
面

懸識曽
（
承
晶
剛
）
・
：
：
二
：
：
；
：
文
…
學
士

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
け
る
認
識
論
晶

　
　
　
　
一
「
ア
ジ
ス
ト
テ
レ
ス
の
認

心
想
の
獲
展
（
承
前
）
…
商
三
士

論
」
研
究
へ
の
一
言
輿
一

種
め
論
理
の
意
味
を
明
に
す
（
承
前
）
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
筆
墨
博
士

近　　藤　　田
藤　　井　　　　　邊
洋　　義
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金
日

出
口

一
、
本
會
へ
入
會
希
望
三
色
京
都
市
西
洞
院
七
艶
紅
内
外
禺
版
印
鰯

　
紘
式
會
髄
内
京
都
基
体
會
宛
テ
ニ
規
定
ノ
會
費
（
前
表
紙
裏
ニ

　
ア
η
）
御
納
付
ノ
上
御
申
込
被
下
度
候

…
、
會
員
凱
を
ア
韓
居
入
退
會
等
（
編
輯
事
務
以
外
ノ
「
切
）
ノ
事
務
ハ

　
内
外
閏
版
印
刷
株
式
愈
甦
内
京
都
哲
學
會
へ
御
通
知
被
下
度
候

一
、
會
費
ハ
振
替
口
座
大
阪
三
〇
六
六
三
番
　
内
外
照
版
印
稠
株
式

　
會
祉
内
京
都
哲
學
盛
事
テ
ニ
御
挑
悲
喜
下
士
候

一
、
前
金
切
レ
ノ
揚
合
一
帯
封
二
「
前
金
切
」
ノ
印
章
押
捺
致
ス
ベ
キ

　
口
付
直
二
御
梯
込
下
サ
レ
度
候

一
、
本
曲
㈹
ノ
編
輯
二
關
ス
ル
…
遡
信
及
紹
介
・
新
田
判
轟
音
．
寄
瞬
胴
雑
拙
融
等
ハ

　
凡
テ
本
會
宛
テ
ニ
御
獲
逡
被
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
妹
都
響
鱒
大
静
京
都
哲
學
會

註文規定二三

φ◆φ

會
員
に
あ
ら
ざ
る
燐
義
者
の
御
肝
脳
及
び
廣
昏
ド
、
關
す
る
件
ほ

内
外
山
脚
版
印
刷
晶
株
弍
A
留
斌
へ
御
申
込
下
さ
れ
・
度
候

本
誌
の
御
註
文
ほ
す
べ
て
代
金
郵
税
共
前
金
に
て
御
逡
り
下
さ

れ
度
く
候

振
替
貯
金
に
て
御
逡
金
の
際
巨
（
振
替
京
都
三
九
三
剛
番
大
阪

三
九
陶
鴫
＝
新
東
京
三
九
胃
＝
番
）
内
外
出
版
印
刷
株
式
會
魁
宛

に
願
上
候

．
特
に
請
求
書
及
領
郵
書
等
か
要
す
ろ
場
合
ほ
郵
舞
鹿
町
御
逡
付

下
さ
れ
度
候

轟一N 朋・

数
　
　
定
　
　
　
　
　
小

舞
一
金
四
　
拾
　
五
銭

　
　
　
燧
（
前
金
）
｛
金
燕
圓
七
拾
銭
一
町

十
　
二
　
競
（
前
金
と
金
五
圓
四
拾
鑓
「
不 　
郵
　
　
　
　
　
硯

「
金
壼
鍍
五
厘

　
　
　
串
　
　
受

　
　
　
串
　
　
　
受

廣
告
三

一
　
頁
　
　
下
多
捨
瞬

掌
頁
ハ
取
扱
不
間

顯
廿
聾
認
語
誌
課
第
二
互
ハ
＋
二
號
聯
こ
叶
三
一

解禁

編
輯
者

製複詐不

右
代
表
者

資
行
者

印
刷
者

印
刷
班

京
都
帝
國
大
斑
文
學
部
内

京
都
哲
學
會

服
部
英
次
郎

須
磨
勘
兵
衛

　
　
　
京
都
1
5
北
小
路
通
新
町
西
入

須

磨
勘
兵
衛

　
京
都
市
北
小
路
通
新
町
用
人

内
外
出
版
印
刷
株
式
曾
砒

　
　
　
京
都
市
繭
洞
院
癒
七
僚
甫
入

登
行
所
鯨
瀟
肺
梛
鯨
躯
内
外
出
版
印
刷
株
式
會

　
　
　
京
部
＝

掘
替
U
導
引
阪
＝

　
　
　
東
京
＝

九九九オ1朱

＝＝＝式
一一一
雷脊番示土

本
　
証

京
響
下
京
醤
洞
院
書
聖
更
内
外
濃
印
刷
業
竃

萱
陣
所

（
東
京
）

（
大
阪
）

（
紳
戸
）

（
京
都
）

大脳智北實

文文文隆口

証館館薄闇

大川盛上東
盛璽畑京
　ロ高配館屋堂

東
海
堂

参
文
冠



小
林
太
市
郎
著

支
那
と
佛
蘭
西
織
工
藝

定コ総i蘭
三口
v穿土版
○プ　 ク

○挿六口
　絡　ス
逡　二斐
料六
。一一七上

二葉頁製

限定版

第
十
八
世
紀
の
欧
洲
諸
國
、
特
に
佛
蘭
西
の
文
學
美
術
中
に
、
支
那
を
取
扱
っ
て
み
る
も
の
は
屡
ヒ
見
る
所
で
あ

り
、
支
那
に
關
す
る
當
時
の
記
述
や
、
叉
美
術
界
藝
の
類
を
葦
め
た
如
き
著
書
の
類
も
銑
に
数
種
残
っ
て
み
る
が

進
ん
で
極
東
支
那
、
日
本
の
思
想
乃
至
美
術
工
藝
が
、
第
十
八
世
紀
の
歓
洲
に
於
け
る
所
謂
啓
蒙
文
明
の
物
心
爾

方
面
に
、
如
何
な
る
影
響
を
與
へ
た
か
と
雷
ふ
鮎
の
考
察
に
な
る
と
、
そ
れ
は
大
艦
と
し
て
は
未
だ
暖
昧
の
儘
に

取
残
さ
れ
て
み
る
と
言
ふ
外
は
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
第
十
八
世
紀
以
來
の
東
西
文
化
の
交
渉
は
、
一
方
西
か
ら

東
へ
の
方
向
と
共
に
、
他
方
東
か
ら
西
へ
の
方
向
に
就
い
て
の
影
響
を
究
明
す
る
こ
と
に
由
っ
て
、
始
め
て
完
壁

を
期
す
偉
き
で
あ
る
。
特
に
從
來
閑
却
せ
ら
れ
勝
で
あ
っ
た
後
者
の
事
實
を
一
図
精
細
に
分
析
す
る
と
共
に
、
其

の
影
響
を
閾
明
す
る
こ
と
は
、
吾
々
に
課
せ
ら
れ
た
る
研
究
で
あ
る
と
思
ふ
。
而
し
て
小
林
君
の
本
著
は
、
少
く

と
も
此
の
問
題
に
向
っ
て
、
新
し
く
一
歩
を
進
め
た
も
の
と
謂
ふ
可
き
で
あ
る
。
（
濱
田
耕
作
博
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の
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一
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十
八
石
玉
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佛
薦
西
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於
け
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支
那
槻
と
思
想
界
に
封
ず
る
帯
下
の
影
響
第
二
章
殴
書
巴
特

に
上
陸
西
に
於
け
ろ
支
那
工
需
品
の
輸
入
　
第
三
置
薬
蘭
西
に
於
け
る
支
那
品
及
び
其
の
模
造
品
と
支
那
斐
飾
と
麦
那
趣
味
と

の
流
行
　
第
四
章
　
工
藝
及
び
造
網
に
封
ず
る
支
那
の
影
響
　
第
五
章
室
内
装
飾
に
封
ず
ろ
支
那
の
影
響
と
支
那
趣
昧
の
室
内

装
飾
撤
鮎
　
第
山
ハ
章
　

諏欄

v
蚊
に
結
論
脚
、
「
ロ
コ
コ
」
美
｛
術
の
形
成
に
於
曲
り
る
山
文
業
の
影
響
の
㎜
浸
題

藝
術
史
の
課
題
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二
露
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獅
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謂
務
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）
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・
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二
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一
婦
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郵
税
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